
内田伸子のプロフィール

【現職】 IPU・環太平洋大学教授，お茶の水女子大学名誉教授，

十文字学園女子大学名誉教授．

【専門分野】発達心理学，言語心理学，認知科学，保育学.

【履歴】お茶の水女子大学文教育学部卒業,同大学院修了,学術博士（Ph. D. in Psychology)

お茶の水女子大学大学院教授, 同大文教育学部長,子ども発達研究センター長,

お茶の水女子大学理事・副学長,2012年～筑波大学常勤監事, 2019年～現職．

【主要著書】『世界の子育て―貧困は超えられるか』（金子書房,2012）,

『子どもの見ている世界―誕生から6歳までの「子育て・親育ち」』（春秋社，2017）

『発達の心理―ことばの獲得と学び』（サイエンス社,2017）, 

『AIに負けない子育てーことばは子どもの未来を拓く』（ｼﾞｱｰｽ教育新社,2020）

『想像力ー生きる力の源をさぐる』（春秋社，2023） 他多数

【受賞歴】【受賞歴】 国際賞・功労賞(日本心理学会,2016), 文化庁長官表彰受賞（,2019), 

文化功労者 （2021），《叙勲》 瑞宝重光章 （2023）他．

【社会活動】NHK「おかあさんといっしょ」の番組開発・コメンテーター,ベネッセの子どもチャ

レンジの監修，しまじろうパペットの開発,創造性開発の知育玩具「エポンテ」シャ

チハタとの共同開発、絵本やことば遊び図鑑の企画・監修など.
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